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〇
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一　

は
じ
め
に

　

平
間
長
雅
は
、
歌
の
詠
み
方
の
伝
授
書
と
し
て
自
ら
ま
と
め
た
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
中

で
、
歌
の
命
で
あ
る
「
新
し
さ
」
を
だ
す
た
め
に
、『
夫
木
和
歌
抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
か
ら

美
し
く
て
珍
し
い
詞
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
堂
上
の
歌
論
と
比

較
す
る
と
、
極
め
て
特
異
で
あ
る
と
言
え
る
。
堂
上
で
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』

か
ら
詞
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
は
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
長
雅
が
、
自
ら
も
『
夫
木
和
歌
抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
か
ら
、
珍
し
く
美
し
い

詞
を
取
り
入
れ
て
詠
作
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
そ
の
和
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
、
自
身
の
歌
論
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
時
代
の
和
歌
の
理
念
で
あ
る
「
ま
こ
と
」
と
の
関
係
と
、
そ
れ
ら
と
堂
上
と
の
相
違
等
に
つ
い

て
も
考
察
を
及
ぼ
し
た
い
。

　

前
掲
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事

（
1
）』

と
は
、
長
雅
が
、
師
望
月
長
孝
か
ら
の
陰
陽
五
行
説
の
五
字
の

伝
の
後
に
、
長
孝
か
ら
の
伝
授
を
基
に
同
時
代
の
歌
も
証
歌
に
取
り
入
れ
、
詠
み
方
の
極
意
と
し
て
、

元
禄
九
年
前
後
（
長
雅
六
十
一
歳
）
か
ら
宝
永
二
年
（
長
雅
七
十
歳
）
の
間
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
景
気
の
重
要
性
・
感
深
き
歌
・
新
し
き
歌
・
金
玉
の
詞
・
秀
句
に
つ
い
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い

る
。
詠
み
方
に
対
す
る
、
長
雅
晩
年
の
円
熟
し
た
境
地
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
長
雅
の
実
作
と
し
て
は
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
存
在
す
る
長
雅
歌
八
十
五
首
を
取
り
上
げ
る
。

『
奉
納
千
首
和
歌
』
と
は
、
元
禄
九
年
に
、
長
雅
の
編
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
諸
社
に
奉
納

さ
れ
た
。
長
孝
の
九
十
五
首
を
筆
頭
に
、
長
孝
人
脈
・
長
雅
人
脈
の
人
々
の
歌
が
掲
載
さ
れ
る
。
長

雅
の
掲
載
歌
は
、
晩
年
に
自
身
で
厳
選
し
た
自
信
作
と
見
て
よ
い
。『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に
は
、

証
歌
と
し
て
、「
頃
日
の
人
の
歌
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
含

ま
れ
る
長
雅
の
弟
子
達
の
歌
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
は
、『
奉

納
千
首
和
歌
』
の
刊
行
年
元
禄
九
年
に
近
い
頃
と
知
ら
れ
る
。『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
主
張

を
検
証
す
る
に
は
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
の
長
雅
歌
は
、
極
め
て
好
適
な
素
材
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

二　

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に
お
け
る
長
雅
の
主
張
と
堂
上
歌
論

　

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
で
、
長
雅
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
以
下
、『
和
歌
伝
授
五
字

之
大
事
』
の
引
用
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
本　

古
今
伝
授
資
料
十
一　

整
理
番
号
Ｂ
６―

７
３
５
に
よ

る
（
2
）。

玄
旨
法
印
曰
く
、
三
代
集
の
外
に
詠
じ
出
す
詞
た
り
と
も
、
其
害
な
き
も
の
多
し
と
云
々
。
さ

れ
ば
、
古
今
六
帖
・
堀
川
百
首
・
夫
木
な
ど
は
、
風
体
あ
し
き
も
の
ゝ
よ
し
先
達
申
を
か
れ
侍

れ
ど
、
此
内
に
も
、
眼
の
付
や
う
に
て
、
よ
き
詞
あ
る
也
。
是
を
用
ひ
お
ほ
せ
た
れ
ば
、
詞
に

つ
け
て
も
目
の
さ
む
る
や
う
な
る
事
も
出
来
る
也
。
さ
り
と
て
、
け
や
け
く
あ
し
き
詞
を
用
よ

と
に
は
非
ず
。
古
今
に
あ
れ
ば
と
て
、
散
ぞ
め
で
た
き
・
ま
し
ら
な
な
き
そ
・
べ
ら
也
な
ど
は
、

必
用
ひ
よ
む
事
な
か
れ
と
の
先
達
の
教
也
。
し
か
る
う
へ
は
、
六
帖
・
夫
木
に
あ
れ
ば
と
て
、

優
美
に
し
て
よ
き
詞
な
ら
ば
用
て
も
何
か
は
く
る
し
か
ら
ん
。
頃
日
の
人
の
歌
に
、
寄
禁
中
恋

と
い
ふ
題
に
て
、

＼
う
き
中
よ
何
に
た
と
へ
む
九
重
の
人
目
か
き
ほ
も
か
く
は
へ
だ
て
じ

此
人
め
か
き
ほ
、
夫
木
よ
り
出
た
る
詞
也
。
誠
に
め
づ
ら
し
く
う
つ
く
し
き
詞
也
。
此
目
き
ゝ

大
事
也
。
見
あ
つ
れ
ば
正
、
見
そ
こ
な
へ
ば
邪
也
。
か
や
う
の
詞
を
一
つ
求
め
出
せ
ば
、
よ
き

歌
一
首
の
建
立
也
。

長
雅
は
、
幽
斎
が
、
三
代
集
以
外
で
も
害
が
な
い
詞
が
多
い
と
述
べ
た
の
を
受
け
て
、
そ
れ
な
ら

ば
、
先
達
が
、
風
体
悪
し
と
し
て
い
る
『
古
今
和
歌
六
帖
』・『
堀
河
百
首
』・『
夫
木
和
歌
抄
』
で

あ
っ
て
も
、
目
の
付
け
よ
う
に
よ
っ
て
は
よ
き
詞
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
用
い
れ
ば
目
の
覚
め
る
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
歌
が
で
き
る
と
断
言
す
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
変
わ
っ
た
悪
し
き
詞

を
用
い
よ
と
い
う
の
で
は
な
い
と
も
釘
を
さ
す
。「
優
美
に
し
て
よ
き
詞
」
な
ら
ば
、
そ
れ
が
『
古

『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
お
け
る
平
間
長
雅
の
詠
法

―

歌
論
と
実
作
と―
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飯
渕　

『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
お
け
る
平
間
長
雅
の
詠
法

今
和
歌
六
帖
』
や
『
夫
木
和
歌
抄
』
に
あ
っ
て
も
、
用
い
て
も
か
ま
わ
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
例
と
し
て
「
頃
日
の
人
の
歌
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
歌
は
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に

は
、
作
者
名
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
含
ま
れ
る
弟
子
有
賀
長
伯
の
歌
で

あ
る
（
六
四
一

（
3
））。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
人
目
か
き
ほ
」
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
取
り
入

れ
ら
れ
た
詞
で
あ
り
、
誠
に
「
め
づ
ら
し
く
う
つ
く
し
き
詞
」
で
あ
る
と
説
く
。
実
際
に
『
夫
木
和

歌
抄

（
4
）』

に
は
、

　
　

建
長
八
年
百
首
歌
合 

鷹
司
院
帥　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
も
又
た
れ
に
よ
そ
へ
ん
百
敷
の
人
め
か
き
ほ
の
や
ま
ぶ
き
の
花
（
二
〇
八
四
）

と
、「
人
め
か
き
ほ
」
を
用
い
た
歌
が
一
首
あ
る
。『
建
長
八
年
百
首
歌
合
』
に
あ
る
当
該
歌
（
六
一
五
）

を
見
る
と
、
判
に

人
め
か
き
ほ
の
な
で
し
こ
は
と
い
ふ
古
歌
の
侍
る
を
山
吹
の
花
に
と
り
な
さ
れ
た
る
、
め
づ
ら

し
く
お
か
し
う
侍
る
に

と
あ
る
の
で
、「
人
目
か
き
ほ
」
は
、
既
に
古
歌
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を
用
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
は
、『
村
上
天
皇
御
集
』（
『
秋
風
集
』（
八
四
一
）
と
重
複
す
る
。
少
し
校
異
が
あ
る
が
、
今
は

問
わ
な
い
）
の

も
も
し
き
を
人
め
か
き
ほ
の
な
で
し
子
を
我
の
み
な
ら
ず
よ
そ
へ
て
や
み
る
（
九
一
）

で
あ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
、「
人
目
か
き
ほ
」
を
用
い
た
歌
は
、
以
上
二
首
・
四
例
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
村
上
天
皇
御
集
』・『
秋
風
集
』・『
建
長
八
年
百
首
歌
合
』
は
、
共
に
伝
本
が
稀
少
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
伯
も
長
雅
に
し
て
も
、『
夫
木
和
歌
抄
』
以
外
の
も
の
は
目
に
し
て
い
な
い
可
能

性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
人
目
か
き
ほ
」
と
い
う
詞
は
、
非
常
に
珍
し
く
美
し
い
詞
で
あ
り
、

長
雅
は
、
こ
の
よ
う
な
詞
を
一
つ
見
つ
け
て
用
い
れ
ば
、
よ
い
歌
が
で
き
る
の
だ
と
説
く
。

　

そ
れ
に
対
し
、
当
時
の
堂
上
で
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
か
と
い
う
と
、

一　

も
し
ほ
草
・
夫
木
な
ど
は
連
歌
師
の
用
ゆ
る
物
也
。
歌
に
は
よ
ま
ぬ
詞
が
有
也
。（
『
清
水

宗
川
聞
書
』
）

新
と
云
事
を
め
づ
ら
し
く
異
風
な
る
事
に
心
得
て
、
人
の
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ
事
を
と
、
珍
敷
詞
、

万
葉
の
内
、
或
は
夫
木
な
ど
よ
り
見
出
し
て
よ
む
事
、
道
の
邪
魔
と
な
れ
り
。（
『
清
水
谷
大
納

言
実
業
卿
対
顔
』
）

と
、『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
、
詞
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
よ
し
と
し
て
い
な
い
。
少
し
後
の
時
代
に

お
い
て
も
、

証
歌
に
も
先
十
代
集
。
六
家
集
の
内
に
て
も
俊
成
卿
・
定
家
卿
・
其
外
為
家
卿
・
草
庵
集
な
ど

迄
也
。
近
く
は
、
逍
遥
院
の
集
な
ど
は
取
用
也
。
夫
も
用
捨
有
事
也
。
殊
に
選
集
に
て
も
、
末

の
集
又
家
々
の
集
、
六
帖
・
夫
木
の
類
、
な
べ
て
は
取
用
ひ
難
候
。
先
十
代
集
・
定
家
卿
・
為

家
卿
の
集
を
専
に
取
用
事
、
夫
も
一
首
ば
か
り
読
れ
た
る
事
は
用
捨
有
べ
き
事
也
。（
『
義
正
聞

書
』
）

と
、
前
の
時
代
同
様
『
夫
木
和
歌
抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
忌
避
さ
れ

て
い
る
。
手
本
に
す
べ
き
は
、
十
代
集
・
六
家
集
・
為
家
の
歌
集
・
草
庵
集
・
雪
玉
集
迄
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、『
堀
河
百
首
』
に
関
し
て
は
、
堂
上
で
も
、
準
勅
撰
集
の
扱
い
の
よ
う
で
、

堀
河
院
百
首
も
俊
頼
朝
臣
歌
な
ど
近
来
と
る
事
あ
り
と
八
雲
御
抄
に
見
え
た
る
歟
。
彼
百
首
の

作
者
も
人
に
ぞ
よ
る
べ
き
。
同
作
者
も
人
の
口
に
あ
る
名
歌
な
ど
の
、
そ
れ
と
お
ぼ
ゆ
る
を
と

る
べ
き
に
や
と
云
々
。（
『
武
家
尋
問
条
々
』
）

本
歌
は
後
拾
遺
な
ど
ま
で
の
歌
、
堀
河
院
百
首
の
作
者
の
詠
を
取
べ
き
由
に
候
。
彼
百
首
作
者

も
人
の
口
に
有
名
歌
な
ど
の
そ
れ
と
お
ぼ
ゆ
る
を
取
べ
き
に
や
。（
『
日
野
殿
三
部
抄
』
）

と
、『
堀
河
百
首
』
か
ら
は
、
詞
を
取
り
本
歌
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

三　

長
雅
歌
に
お
け
る
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
摂
取

　

『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
お
け
る
長
雅
歌
八
十
五
首
に
、
確
か
に
『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
美
し
く
珍

し
い
詞
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
証
は
、
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、『
夫
木
和
歌
抄
』
に
あ
る
も
の
は
、
多
く
が
他
の
歌
集
、
た
と
え
ば
、『
万
葉
集
』・『
歌
枕
名

寄
』・『
堀
河
百
首
』・
六
家
集
等
に
あ
る
歌
と
重
複
し
て
お
り
、
何
を
参
考
に
詠
ま
れ
た
も
の
か
の

特
定
が
難
し
い

（
5
）

の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
世
の
出
版
事
情
に
よ
り
、
そ
れ
ら
は
た
や
す
く
手
に
入
り
、

見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。『
夫
木
和
歌
抄
』
や
、
右
記
の
書
物
の
刊
行
状
況
を
「
近
世
歌
書
刊

行
年
表

（
6
）」

よ
り
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
永
二
〇
年
（
一
六
四
三
年
）　

『
万
葉
和
歌
集
』

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）　
　

『
堀
河
院
百
首
』

万
治
二
年
（
一
六
五
九
年
）　
　

『
歌
枕
名
寄
』

万
治
三
年
（
一
六
六
〇
年
）　
　

『
新
撰
六
帖
』

寛
文
五
年
（
一
六
六
五
年
）　
　

『
夫
木
和
歌
鈔
』

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
年
）　
　

『
古
今
和
歌
六
帖
』

延
宝
二
年
（
一
六
七
四
年
）　
　

『
夫
木
和
歌
集
抜
書
』

天
和
二
年
（
一
六
八
二
年
）　
　

『
和
歌
夫
木
集
抜
書
』

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
刊
行
さ
れ
た
寛
文
五
年
は
、
長
雅
は
三
十
歳
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
も
『
堀
河
百
首
』

１－２



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
四
巻　

二
〇
一
一
年

も
『
歌
枕
名
寄
』
も
、
長
雅
は
重
視
し
て
い
る
。
長
雅
が
ま
と
め
た
と
さ
れ
る
『
詠
歌
大
概
安
心
秘
訣
』

に
は
繰
り
返
し
『
万
葉
集
』
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
し
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
の
中
で
、
長
雅
は
、

『
堀
河
百
首
』
の
題
で
詠
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
証
歌
に
は
、
勅
撰

集
だ
け
で
な
く
、『
歌
枕
名
寄
』
や
『
拾
遺
愚
草
』
か
ら
の
も
の
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、『
夫
木
和
歌
抄
』

や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
の
特
定
は
、
困
難
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
八
十
五
首
の
中
で
、
確
か

に
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
中
か
ら
珍
し
く
よ
い
詞
を
取
り
入
れ
た
と
思
し
き
例
が
、
二
首
存
在
す
る
の

で
あ
る
。
順
に
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
一
首
目
は
、
次
に
挙
げ
る
歌
で
あ
る

（
7
）。

　
　

都
早
秋

白
露
の
玉
の
み
や
こ
の
市
路
に
も
う
き
は
ま
ぎ
れ
ぬ
秋
の
は
つ
風
（
二
八
九
）

こ
の
歌
に
使
わ
れ
て
い
る
「
玉
の
み
や
こ
」
と
は
、
非
常
に
珍
し
い
詞
で
あ
り
、『
新
編
国
歌
大
観
』

中
一
首
に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
所
集
の
藤
原
道
家
の
次
の
歌
で
あ
る
。

　

玉
の
み
や
こ

　
　

建
保
三
年
家
百
首

（
8
）

御
歌　

釈
教　

光
明
峰
寺
入
道
摂
政

い
さ
ぎ
よ
き
玉
の
み
や
こ
を
い
づ
る
日
は
わ
が
た
つ
そ
ま
の
ひ
か
り
な
る
ら
ん
（
一
四
二
〇
二
）

『
夫
木
和
歌
抄
』
の
中
で
、
様
々
な
「
み
や
こ
」
と
い
う
詞
の
中
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
の
、「
玉
の

み
や
こ
」
の
例
歌
で
あ
る
。
前
に
は
「
花
の
み
や
こ
」、
後
は
「
雲
の
み
や
こ
」
で
あ
る
。
管
見
の

範
囲
で
は
、
こ
の
「
玉
の
み
や
こ
」
の
用
例
は
、
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。
非
常
に
珍
し
く
、
都
の
美

称
で
あ
る
「
玉
の
み
や
こ
」
と
い
う
詞
は
、
美
し
い
詞
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
長
雅
は
、

「
玉
の
み
や
こ
」
を
初
秋
の
景
の
中
で
の
自
然
な
取
り
込
み
を
図
る
た
め
に
、「
露
」
と
縁
語
仕
立
て

に
す
る
。「
白
露
」
と
「
玉
」
と
言
え
ば
、『
古
今
集
』
の

　
　

西
大
寺
の
ほ
と
り
の
柳
を
よ
め
る　
　
　
　
　
　

僧
正
遍
昭

あ
さ
み
ど
り
い
と
よ
り
か
け
て
し
ら
つ
ゆ
を
た
ま
に
も
ぬ
け
る
春
の
柳
か
（
二
七
）

や
、
同
じ
く
『
古
今
集
』
の
紀
友
則
の

白
露
を
玉
に
ぬ
く
と
や
さ
さ
が
に
の
花
に
も
葉
に
も
い
と
を
み
な
へ
し
（
四
三
七
）

は
、
誰
し
も
思
い
浮
か
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
長
雅
の
歌
は
、
に
ぎ
や
か
で
華
や
か
な
都
の
様
子

と
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
は
れ
な
い
つ
ら
い
心
の
様
子
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
玉
の
み
や

こ
」
は
、
そ
の
都
の
賑
わ
い
や
す
ば
ら
し
さ
を
よ
り
強
調
す
る
ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の
詞
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
長
雅
の
主
張
す
る
、
珍
し
く
か
つ
美
し
い
詞
そ
の
も
の
で
あ
り
、
一
首
を
ひ
と
き
わ
輝

か
せ
る
詞
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
例
目
に
移
る
。

　
　

恨
身
絶
恋

か
よ
ひ
ぢ
も
た
え
て
う
ら
み
の
山
守
と
な
れ
る
我
身
の
程
も
し
ら
れ
て
（
七
二
一
）

こ
の
歌
に
使
わ
れ
て
い
る
「
う
ら
み
の
山
」
は
、
非
常
に
珍
し
い
詞
で
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は

次
に
挙
げ
る
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
二
首
の
み
で
あ
る
。

　

う
ら
み
の
山

 

従
三
位
為
実
卿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
づ
ね
ば
や
心
の
す
ゑ
は
し
ら
ず
と
も
人
を
う
ら
み
の
山
の
か
よ
ひ
ぢ
（
八
五
一
一
）

　
　

家
集　

秋
歌
中 

恵
慶
法
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吹
く
風
に
す
ま
ひ
や
す
ら
ん
神
な
び
の
う
ら
み
の
山
の
峰
の
も
み
ぢ
葉
（
六
一
九
六
）

た
だ
し
、
恵
慶
法
師
の
歌
は
、
自
身
の
家
集
の
当
該
歌
（
二
二
八
）
で
は
、「
う
ら
み
の
山
」
が
「
う

ら
ご
の
山
」
と
な
っ
て
い
る
。「
う
ら
み
の
山
」
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
で
他
の
用
例
が
な
い
こ
と

を
考
え
る
と
、
一
般
的
に
は
、
歌
枕
と
い
う
認
識
の
薄
い
詞
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一
方
、『
夫

木
和
歌
抄
』
の
為
実
の
歌
は
、「
う
ら
み
の
山
」
と
い
う
項
目
の
例
歌
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

前
後
に
「
〜
の
山
」
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
前
は
「
う
ぐ
ひ
す
の
山
」、
後
は
「
う
た
た
ね
山
」
と
い

う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
珍
し
い
「
山
」
の
例
と
し
て
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
思
し
い
。
長
雅

の
歌
は
、
次
に
挙
げ
る
『
新
拾
遺
和
歌
集
』
の
源
顕
氏
の
歌
を
本
歌
と
し
て
、
一
首
が
仕
立
て
ら
れ

て
い
る
。

人
と
は
ぬ
程
も
し
ら
れ
て
山
里
は
苔
の
み
ふ
か
き
庭
の
通
路
（
一
八
二
一
）

長
雅
の
場
合
は
、「
う
ら
み
の
山
」
と
い
う
詞
を
取
り
込
み
、
さ
ら
に
「
山
守
」
と
い
う
詞
を
添
え
る
。

恋
人
が
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
身
の
憂
さ
を
、
ず
っ
と
恨
み
続
け
て
い
る
そ
の
恨
み
の
深
さ
と
持
続

性
を
強
調
す
る
の
に
、「
う
ら
み
の
山
守
」
は
ま
さ
に
当
を
得
た
表
現
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、

「
う
ら
み
の
山
」
を
地
名
と
捉
え
た
場
合
、「
う
ら
み
の
山
」
に
通
う
道
が
絶
え
た
の
で
、「
う
ら
み
の

山
」
の
「
山
守
」
と
な
っ
た
と
も
と
れ
る
の
で
、
掛
詞
を
使
っ
た
技
巧
的
な
お
も
し
ろ
さ
も
感
じ
ら

れ
る
。「
う
ら
み
の
山
守
」
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
題
の
「
恨
身
絶
恋
」
を
よ
り
効
果
的
に
表
現

し
た
一
首
で
あ
る
と
言
え
る
。「
う
ら
み
の
山
」
と
は
、
珍
し
く
か
つ
よ
き
詞
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
挙
げ
た
二
例
の
『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
の
詞
は
、
他
の
歌
集
に
は
見
あ
た
ら
な
い
詞
で
あ
る
。

長
雅
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
こ
れ
ら
の
珍
し
く
美
し
い
よ
き
詞
を
取
り
入
れ
、
自
身
の
思
い
を

よ
り
効
果
的
に
詠
う
た
め
に
使
用
し
た
。
歌
論
で
述
べ
て
い
た
こ
と
を
自
ら
も
実
践
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
長
雅
は
、
堂
上
で
は
、
忌
避
さ
れ
て
い
る
『
夫
木
和
歌
抄
』
等
を
参
考
に
し
よ
う
と

し
た
の
か
。
も
う
一
度
、
二
節
の
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
引
用
冒
頭
部
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ

１－３



飯
渕　

『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
お
け
る
平
間
長
雅
の
詠
法

の
論
拠
を
長
雅
は
、
幽
斎
の
言
に
求
め
て
い
た
。「
玄
旨
法
印
曰
く
、
三
代
集
の
外
に
詠
じ
出
す
詞

た
り
と
も
、
其
害
な
き
も
の
多
し
と
云
々
。」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
幽
斎
の
『
詠
歌
大
概
抄
』

に
存
在
す
る
。
ど
の
よ
う
な
趣
旨
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
か
を
確
認
す
る
た
め
、『
詠
歌
大
概
抄

（
9
）』

の

当
該
前
後
を
見
る
と
、
幽
斎
は
、
定
家
が
『
詠
歌
大
概
』
の
中
で
、
詞
は
三
代
集
の
詞
ま
で
を
用
い

よ
と
述
べ
た
意
味
と
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
三
代
集
以
降
『
千
載
集
』

ま
で
の
間
は
、
歌
風
が
変
化
し
悪
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
あ
く
ま
で
も
、
初
学
者
に
悪
し
き
詞
を
使

わ
せ
な
い
た
め
に
、
三
代
集
ま
で
の
詞
と
限
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
定
家
の
真
意
を
受
け

て
、
幽
斎
は
、
三
代
集
以
外
で
も
害
の
な
い
詞
が
多
い
と
述
べ
た
わ
け
で
あ
る
。
初
学
者
で
な
い
者

が
吟
味
を
し
て
選
ぶ
な
ら
ば
、
三
代
集
以
降
の
も
の
に
も
害
の
な
い
詞
が
多
い
と
述
べ
た
に
す
ぎ
な

い
。
幽
斎
自
身
、
決
し
て
『
夫
木
和
歌
抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
存
在
す
る
詞
を
用
い
る
よ
う

に
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
を
長
雅
は
、
幽
斎
の
言
の
本
質
に
鑑
み
、
い
わ
ば
拡
大
解
釈

を
し
た
の
で
あ
る
。「
優
美
に
し
て
よ
き
詞
」
と
い
う
観
点
か
ら
吟
味
を
し
て
選
べ
ば
、
三
代
集
以

外
で
も
よ
い
の
だ
か
ら
、
先
達
が
風
体
悪
し
と
し
て
い
る
『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
詞
を
取
り
入
れ
て

も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
幽
斎
の
理
論
を
論
拠
と
し
て
、
自
説
を
展
開
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
自
身
の
依
っ
て
立
つ
所
を
、
幽
斎
歌
学
に
求
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
長
雅
の
ま
と
め
た
歌

論
を
見
る
と
、
幽
斎
の
言
を
基
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に

も
、
数
カ
所
玄
旨
法
印
の
名
が
見
え
、『
詠
歌
大
概
抄
』
か
ら
の
引
用
が
存
在
す
る
。
長
孝
・
長
雅

に
よ
り
ま
と
め
ら
れ
た
詠
み
方
の
伝
授
書
『
詠
歌
大
本
秘
訣
』
に
至
っ
て
は
、「
三
義
」
の
「
風
体
」

で
は
約
半
分
、「
心
」
で
も
三
割
近
く
を
『
詠
歌
大
概
抄
』
か
ら
の
引
用
が
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

多
く
の
伝
授
書
の
奥
書
の
部
分
は
共
通
し
て
、
二
条
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
が
、
幽
斎
・
貞
徳
・

長
孝
を
通
し
て
自
分
の
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
旨
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
自
分
達
の
源
流
を
幽

斎
に
置
い
て
お
り
、
幽
斎
歌
学
を
起
点
に
自
分
達
の
歌
の
在
り
方
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
同
時
代
の
堂
上
歌
論
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
、
幽
斎
の
面
影
を
留
め
な
い
。
歌
論
に

も
烏
丸
光
広
の
歌
論
等
一
部
の
も
の
を
除
き
、
幽
斎
の
名
も
歌
も
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
。
堂
上
で

は
、
幽
斎
に
対
し
て
は
、
古
今
伝
授
の
中
継
者
と
し
て
の
評
価
し
か
な
く
、
歌
も
歌
論
も
特
に
重
視

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

）
10
（

。
そ
れ
に
対
し
、
長
雅
ら
は
、
幽
斎
を
神
の
よ
う
に
尊
崇
し
て
い
る
。
こ

と
に
長
雅
は
、「
人
丸
・
貫
之
・
定
家
・
頓
阿
・
幽
斎
、
是
を
五
尊
と
謂
ふ
」（
『
神
國
和
歌
師
資
相

傳
正
統
血
脈
道
統
之
譜

）
11
（

』
）
と
、
幽
斎
を
貫
之
や
定
家
と
同
等
に
見
て
い
る
。
長
雅
は
、
そ
の
神
の

よ
う
に
崇
め
て
い
る
幽
斎
の
言
を
、
原
点
に
返
っ
て
分
析
・
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
夫
木
和
歌

抄
』
や
『
古
今
和
歌
六
帖
』
か
ら
珍
し
く
美
し
い
詞
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
正
当
化
し
、
自
ら
の
歌

で
実
行
し
た
の
で
あ
る
。
幽
斎
は
、
決
し
て
そ
の
よ
う
に
述
べ
た
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
長
雅
は
、

幽
斎
歌
学
を
自
分
な
り
の
理
解
で
切
り
取
り
、
さ
ら
に
新
し
い
解
釈
を
施
し
た
と
も
言
え
る
。
幽
斎

歌
学
を
尊
重
し
、
幽
斎
歌
学
に
基
づ
こ
う
と
す
る
の
だ
が
、
そ
の
解
釈
は
幽
斎
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

と
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
幽
斎
を
離
れ
て
、
独
自
の
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

さ
て
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
の
長
雅
歌
八
十
五
首
を
つ
ぶ
さ
に
分
析
す
る
と
、
他
の
特
徴
も
浮
か

び
上
が
っ
て
き
た
の
で
、
次
節
で
は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

四　

長
雅
歌
の
特
徴　
　

本
歌
取
に
つ
い
て

　

長
雅
の
歌
を
見
て
い
く
と
、
そ
の
本
歌
取
の
多
さ
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
八
十
五
首
の
う
ち
、
五
十

首
以
上
が
本
歌
取
を
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
一
首
だ
け
で
な
く
二
首
か
ら
本
歌
取
を
し
た
も
の
も

あ
る
。

で
は
、
実
作
を
挙
げ
、
長
雅
の
本
歌
取
が
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
何
の
目
的
で
な
さ
れ
て
い

る
か
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
　

堀
河
院
百
首
の
題
に
て
う
た
よ
め
る
中
に

よ
ぶ
こ
ど
り
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
春
深
き
ゆ
ふ
べ
の
山
に
鳴
つ
つ
ぞ
な
く
（
一
四
七
）

こ
の
歌
は
、『
堀
河
百
首
』
に
あ
る
「
よ
ぶ
こ
ど
り
」
の
題
で
詠
ま
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
は
、『
古

今
集
』
の
よ
み
人
し
ら
ず
の
次
の
歌
を
本
歌
と
す
る
。　

こ
ぞ
の
夏
な
き
ふ
る
し
て
し
郭
公
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
こ
ゑ
の
か
は
ら
ぬ
（
一
五
九
）

本
歌
の
「
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
」
を
取
り
、「
郭
公
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
「
よ
ぶ
こ
ど
り
」
に
置

き
換
え
た
と
こ
ろ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。
本
歌
で
は
、
去
年
の
夏
鳴
い
て
い
た
も
の
か
そ
う
で
な

い
の
か
と
あ
る
が
、
長
雅
歌
は
、「
よ
ぶ
こ
ど
り
」
な
の
か
そ
う
で
な
い
の
か
と
し
、「
よ
ぶ
こ
ど
り
」

が
よ
く
詠
ま
れ
る
の
に
、
実
体
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
も
念
頭
に
置
い
て
詠
ま
れ
て
い
る
。

別
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　

首
夏
風

今
朝
よ
り
は
外
面
の
う
つ
木
花
咲
て
若
葉
の
桂
風
わ
た
る
也
（
一
七
四
）

当
該
歌
は
、『
新
古
今
集
』
に
あ
る
次
の
歌
を
本
歌
と
し
て
い
る
。

　
　

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
忠
良

あ
ふ
ち
さ
く
そ
と
も
の
こ
か
げ
露
お
ち
て
五
月
雨
は
る
る
風
わ
た
る
な
り
（
二
三
四
）

題
に
あ
る
「
風
」
を
考
慮
し
、
本
歌
か
ら
、「
そ
と
も
の
〜
風
わ
た
る
な
り
」
の
構
造
を
そ
の
ま
ま

用
い
、
五
月
を
代
表
す
る
木
「
あ
ふ
ち

）
12
（

」
を
題
の
「
首
夏
」
に
合
わ
せ
「
う
つ
木
」
に
変
え
た
と
こ
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人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
四
巻　

二
〇
一
一
年

ろ
に
斬
新
さ
が
あ
る
。
初
夏
の
清
々
し
い
風
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

次
の
例
に
移
る
。

　
　

秋
田

千
鳥
と
も
み
し
は
磯
田
の
村
す
ゞ
め
よ
そ
に
稲
葉
の
浪
に
立
也
（
四
六
五
）

当
該
歌
は
次
の
『
新
古
今
集
』
の
歌
を
本
歌
と
す
る
。

　
　

文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
季
経

風
さ
ゆ
る
を
じ
ま
が
い
そ
の
む
ら
ち
ど
り
た
ち
ゐ
は
浪
の
こ
こ
ろ
な
り
け
り
（
六
五
一
）

長
雅
の
歌
は
、
本
歌
に
応
答
し
て
、
田
に
い
る
の
は
、「
千
鳥
」
か
と
思
っ
た
ら
「
す
ゞ
め
」
だ
っ

た
と
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
本
歌
へ
の
応
答
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　

春
の
歌
の
中
に

白
た
へ
の
袖
こ
そ
見
え
ね
賤
の
女
が
わ
か
な
つ
む
野
に
匂
ふ
梅
が
え
（
二
九
）

本
歌
は
、『
古
今
集
』
に
あ
る
貫
之
の
次
の
歌
で
あ
る
。

　
　

歌
た
て
ま
つ
れ
と
お
ほ
せ
ら
れ
し
時
よ
み
た
て
ま
つ
れ
る　
　
　

つ
ら
ゆ
き

か
す
が
の
の
わ
か
な
つ
み
に
や
白
妙
の
袖
ふ
り
は
へ
て
人
の
ゆ
く
ら
む
（
二
二
）

貫
之
歌
で
は
、「
わ
か
な
」
を
摘
む
の
は
、「
白
妙
の
袖
」
の
服
を
着
た
貴
人
の
女
性
達
で
あ
る
が
、

長
雅
の
歌
で
は
、
粗
末
な
服
を
着
た
「
賤
の
女
」
達
だ
と
い
う
対
比
を
軸
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
長
雅
歌
で
は
、「
白
妙
の
袖
」
は
、
見
え
な
い
が
、
白
梅
の
芳
香
が
漂
っ
て
い
る
春
の
野
の
景

を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
貫
之
歌
は
、
多
く
の
人
に
本
歌
取
さ
れ
て
い
る
。

次
に
挙
げ
る
歌
は
、
本
歌
取
だ
け
で
な
く
、
中
心
と
な
る
「
忘
れ
貝
」
と
い
う
詞
が
、
ど
の
よ
う

な
意
味
を
も
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
を
活
か
し
て
、
お
も
し
ろ
さ
を
出
し
た
歌
で
あ
る
。

　
　

被
忘
恋

と
し
経
と
も
我
や
は
ひ
ろ
ふ
忘
れ
貝
さ
り
と
て
誰
を
松
が
う
ら
嶋
（
七
一
〇
）

本
歌
は
、『
新
拾
遺
集
』（
『
歌
枕
名
寄
』・『
万
葉
集
』
等
に
も
あ
り
）
に
あ
る
よ
み
人
し
ら
ず
の
、

紀
の
国
の
あ
く
ら
の
浜
の
忘
貝
我
は
忘
れ
じ
年
は
ふ
る
と
も
（
一
二
六
四
）

で
あ
る
。
年
月
が
た
っ
て
も
、
恋
の
苦
し
さ
を
忘
れ
る
た
め
に
、
拾
う
と
苦
し
い
こ
と
を
忘
れ
る
と

い
う
「
忘
れ
貝
」
を
拾
う
と
詠
ん
で
い
る
の
だ
が
、
長
雅
の
歌
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
拾
う
と
肝
心
の

誰
を
恋
し
く
思
っ
て
い
た
の
か
も
忘
れ
て
し
ま
う
と
し
て
い
る
趣
向
で
あ
る
。「
忘
れ
貝
」
を
拾
う

と
い
う
点
に
関
し
て
は
、『
土
佐
日
記
』
で
貫
之
が
愛
児
を
亡
く
し
た
時
の
歌
、

わ
す
れ
が
ひ
ひ
ろ
ひ
し
も
せ
じ
し
ら
た
ま
を
こ
ふ
る
を
だ
に
も
か
た
み
と
お
も
は
む
（
四
二
）

が
あ
る
。

　

以
上
、
幾
つ
か
挙
げ
た
例
を
見
る
と
、
長
雅
は
、
題
に
対
し
当
意
即
妙
に
本
歌
取
し
、
自
身
の
世

界
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
し
み
じ
み
と
し
た
情
趣
と
い
う
よ
り
は
、
い
か
に
古
歌
を
巧

み
に
取
り
な
し
、
お
も
し
ろ
さ
を
表
出
し
た
か
が
感
じ
取
れ
る
。
智
の
勝
っ
た
詠
み
ぶ
り
で
あ
る
と

言
え
る
。
長
雅
の
本
歌
取
と
は
、
本
歌
の
持
つ
世
界
を
背
景
に
、
自
身
の
よ
む
世
界
を
重
層
化
複
雑

化
し
て
独
自
の
世
界
を
構
築
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
題
に
即
し
て
い
か
に
気
の
利
い
た
取
り
方

を
し
た
か
に
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
作
り
上
げ
ら
れ
た
歌
そ
の
も
の
よ
り

も
、
作
り
上
げ
る
過
程
の
巧
み
さ
と
趣
向
の
新
し
さ
に
目
を
う
ば
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
掛

詞
や
歌
枕
や
核
と
な
る
金
玉
の
詞
を
駆
使
し
、
技
巧
的
な
一
首
を
組
み
立
て
る
の
で
あ
る
。

　

長
雅
が
、
こ
の
よ
う
に
、
本
歌
取
を
多
く
用
い
て
詠
歌
を
す
る
と
い
う
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に
は
、
直
接
本
歌
取
に
言
及
し
た
箇
所
は
な
い
。
し
か
し
、
本
歌
取
と

い
う
こ
と
を
、
古
人
の
詠
ん
だ
心
詞
の
利
用
と
捉
え
た
場
合
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
中
の

「
新
し
き
歌
を
詠
む
」
と
い
う
項
目
で
、
次
の
よ
う
な
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

歌
の
心
も
同
じ
。
昔
よ
り
あ
り
来
り
た
る
月
花
草
木
を
以
て
、
古
人
の
よ
め
る
心
詞
を
受
て
、

其
の
う
へ
に
風
情
を
改
め
て
新
し
く
な
す
也
。
花
を
雲
と
見
、
紅
葉
を
錦
と
見
を
き
た
る
、
其

花
紅
葉
に
も
と
づ
き
て
、
作
意
を
あ
ら
た
め
て
よ
み
出
す
が
、
則
風
情
也
。

長
雅
は
、「
昔
よ
り
あ
り
来
た
る
月
花
草
木
を
以
、
古
人
の
よ
め
る
心
詞
を
受
て
、
其
う
へ
に
風
情

を
改
め
て
新
し
く
な
す
」
こ
と
が
、
則
ち
、
新
し
き
歌
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
と
言
う
。「
風
情
を
改

め
て
新
し
く
な
す
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
前
に
説
明
が
あ
る
。
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
冒
頭
「
情
以

新
為
先
」
に
つ
い
て
幽
斎
が
『
詠
歌
大
概
抄
』
で
解
説
し
た
こ
と
を
述
べ
た
件
だ
が
、

玄
旨
法
印
鈔
に
曰
く
、
新
の
字
の
心
物
々
に
転
ず
る
也
。
不
動
の
心
に
情
の
心
あ
や
を
な
す
也
。

但
情
の
と
に
も
か
く
に
も
な
る
に
は
非
ず
。
風
情
を
新
し
く
め
ぐ
ら
す
べ
し
。〈
風
情
ト
ハ
、

風
体
ト
意
味
ト
ヒ
ト
ツ
ニ
見
タ
ル
一
首
ノ
惣
体
也
。
亦
作
リ
ヤ
ウ
仕
立
カ
ラ
也
〉
か
く
あ
る
を
、

真
実
情
を
か
へ
む
と
す
れ
ば
、
異
風
異
体
の
未
来
記
に
な
る
也
。
是
奥
秘
の
口
伝
也
。
風
情
あ

ら
た
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
心
を
の
づ
か
ら
新
し
く
な
り
て
物
毎
に
明
白
也
云
々
。

と
、「
情
」
を
新
し
く
す
る
に
は
、「
風
情
」
を
新
し
く
す
る
こ
と
と
言
う
。
そ
れ
は
、「
作
リ
ヤ
ウ
仕

立
カ
ラ
」
を
新
し
く
す
る
こ
と
だ
と
言
う
。
長
雅
の
「
古
人
の
よ
め
る
心
詞
を
受
て
」
に
注
目
し
た

い
。
長
雅
の
論
理
に
よ
れ
ば
、「
古
人
の
よ
め
る
心
詞
」
と
は
、
古
人
の
読
ん
だ
歌
の
趣
向
と
詞
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
つ
ま
り
本
歌
取
で
古
歌
を
受
け
て
そ
の
「
作
リ
ヤ
ウ
仕
立
カ

ラ
」
を
変
え
て
詠
む
こ
と
こ
そ
が
、
新
し
き
歌
を
詠
む
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
長

雅
は
、
新
し
き
歌
を
詠
む
た
め
に
、
積
極
的
に
本
歌
取
を
用
い
そ
の
「
仕
立
カ
ラ
」
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
、
自
身
の
歌
を
詠
も
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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飯
渕　

『
奉
納
千
首
和
歌
』
に
お
け
る
平
間
長
雅
の
詠
法

　

こ
こ
に
も
、
長
雅
の
、
幽
斎
歌
学
を
論
拠
に
し
た
考
え
方
が
見
受
け
ら
れ
る
。
幽
斎
の
『
詠
歌
大

概
抄
』
に
あ
る
考
え
方
を
基
に
自
説
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
幽

斎
歌
学
に
対
す
る
長
雅
独
自
の
解
釈
の
仕
方
で
あ
る
。
幽
斎
は
、
一
言
も
、
本
歌
取
に
励
む
よ
う

に
は
説
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。「
風
情
を
新
し
く
め
ぐ
ら
す
べ
し
」
と
述
べ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
、
長
雅
は
、
本
歌
取
を
し
、
趣
向
を
変
え
る
こ
と
、
則
ち
、「
作
意
を
あ
ら
た
め
て
よ
み
出
す
」

こ
と
と
受
け
と
っ
た
の
で
あ
る
。
幽
斎
歌
学
に
基
づ
い
て
そ
れ
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
、
長
雅
独
自
の
解
釈
で
あ
り
、
中
世
歌
学
を
伝
え
た
幽
斎
か
ら
は
、
結
果
的
に
離
れ

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五　

堂
上
歌
論
と
比
較
し
つ
つ

　

こ
の
時
代
、
ま
こ
と
の
心
で
詠
め
ば
、
新
し
さ
が
生
じ
る
と
い
う
の
は
、
堂
上
歌
論
に
お
け
る
中

心
理
念)13

(

で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
冒
頭
「
情
以
新
為
先
」
に
源
を
発
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
ど
う
詠
む
か
に
関
し
て
は
、
堂
上
で
は
、

歌
は
た
ゞ
し
き
心
よ
り
よ
み
出
す
に
秀
歌
は
あ
る
べ
し
（
『
尊
師
聞
書
』
）

歌
は
心
を
ま
つ
す
ぐ
に
詞
を
き
れ
い
に
し
ほ
ら
し
く
よ
み
出
す
べ
し
（
『
尊
師
聞
書
』
）

と
か
く
歌
は
心
に
お
も
ふ
事
を
よ
み
た
る
也
。
た
と
ひ
無
調
法
に
て
も
、
心
の
思
ま
ゝ
な
る
は
、

正
直
に
て
よ
き
也
。（
『
清
水
宗
川
聞
書
』
）

心
は
正
し
く
直
に
実
に
候
て
、
其
実
の
心
の
さ
か
り
を
云
事
に
て
候
。（
『
続
耳
底
記
』
）

歌
は
も
と
心
を
清
浄
に
し
て
無
一
物
に
て
よ
む
べ
し
（
『
光
雄
卿
口
授
』
）

歌
、
第
一
心
頭
の
無
事
に
も
と
つ
く
べ
し
（
『
光
雄
卿
口
授
』
）

等
と
、
心
の
修
養
の
方
向
に
向
か
う
。
ど
の
よ
う
に
詠
め
ば
よ
い
か
の
具
体
策
に
関
し
て
は
、
何
ら

有
効
な
方
法
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
長
雅
は
、
前
節
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
考
え
方
は
、
堂
上
と
同
じ
よ
う
に
、『
詠

歌
大
概
』
が
基
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
解
説
し
た
幽
斎
の
『
詠
歌
大
概
抄
』
を
重
視
す
る
。

そ
の
基
盤
の
上
で
、
い
か
に
詠
む
か
を
述
べ
て
い
る
。「
情
以
新
為
先
」
の
幽
斎
の
解
釈
で
あ
る
「
風

情
を
新
し
く
め
ぐ
ら
す
」
の
考
え
方
を
踏
襲
す
る
。
そ
の
上
で
、
長
雅
は
、「
古
人
の
読
め
る
心
詞

を
受
て
、
其
う
へ
に
風
情
を
改
め
て
新
し
く
な
す
」、
つ
ま
り
は
、
本
歌
取
な
ど
で
古
人
の
詞
を
受

け
て
、
趣
向
を
変
え
自
分
だ
け
の
感
動
を
詠
む
。
そ
の
唯
一
無
二
の
自
分
だ
け
の
感
動
こ
そ
が
、
新

し
さ
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
堂
上
は
、
心
の
あ
り
よ
う
則
ち
精
神
論
に
傾
く
の
に
対
し
、
長
雅

は
、
技
術
論
に
向
か
っ
て
い
く
と
も
と
れ
る
。
長
雅
の
考
え
方
は
、
幽
斎
歌
学
に
基
づ
い
て
は
い
る

が
、
幽
斎
の
志
向
す
る
も
の
と
は
、
異
な
っ
て
お
り
、
長
雅
独
自
の
捉
え
方
と
な
っ
て
い
っ
た
。

堂
上
と
の
違
い
の
大
き
さ
の
理
由
は
、
出
発
点
は
、『
詠
歌
大
概
』
で
あ
り
共
通
な
の
で
あ
る
が
、

中
世
か
ら
近
世
へ
と
古
今
伝
授
を
橋
渡
し
し
た
幽
斎
歌
学
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
異
な
っ
て

い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
則
ち
、
堂
上
で
は
、
幽
斎
歌
学
を
尊
重
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
長
雅

ら
は
、
幽
斎
歌
学
を
信
奉
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
長
雅
独
特
の
幽
斎
歌
学
の
解
釈
が
、
堂
上
と
の
違

い
の
大
き
さ
に
拍
車
を
か
け
た
と
も
言
え
る
。

六　

規
格
外
の
歌

　

長
雅
の
歌
を
見
て
い
く
と
、
時
折
、
伝
統
的
な
歌
の
詠
み
ぶ
り
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る
と
見
受
け

ら
れ
る
歌
に
出
会
う
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

　
　

二
月
余
寒

折
ふ
し
の
き
ぎ
す
桜
も
さ
り
げ
な
く
猶
春
さ
む
し
岡
の
べ
の
里
（
四
五
）

　
　

松
上
雪

う
つ
し
絵
に
か
き
ま
さ
り
す
る
松
ぞ
と
は
雪
に
み
ぬ
世
の
人
や
い
ひ
け
ん
（
五
七
五
）

四
五
の
歌
に
つ
い
て
は
、
上
の
句
の
「
き
ぎ
す
桜
」
と
二
つ
並
べ
て
詠
ん
だ
と
こ
ろ
に
伝
統
的
な

詠
み
方
と
の
相
違
を
感
じ
る
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
は
、「
き
ぎ
す
」
と
「
桜
」
を
こ
の
よ
う
に
並

列
さ
せ
て
詠
ん
で
い
る
例
は
な
い
。
題
か
ら
、
定
家
の
『
拾
遺
愚
草
』
に
あ
る
「
詠
花
鳥
和
歌
」
の

二
月
の
歌
を
念
頭
に
置
い
た
趣
向
と
見
ら
れ
る
。

　
　

二
月
桜

か
ざ
し
を
る
道
行
人
の
た
も
と
ま
で
桜
に
匂
ふ
き
さ
ら
ぎ
の
空
（
一
九
八
五
）

　
　

二
月
雉

か
り
人
の
か
す
み
に
た
ど
る
春
の
日
を
つ
ま
ど
ふ
雉
の
こ
ゑ
に
た
つ
ら
ん
（
一
九
九
七
）

趣
向
は
、
斬
新
だ
が
、
詞
の
続
け
方
が
な
め
ら
か
と
は
言
い
難
い
。

五
七
五
の
歌
に
関
し
て
は
、
上
の
句
「
う
つ
し
絵
に
か
き
ま
さ
り
す
る
松
ぞ
」
は
、『
枕
草
子
』

の
「
か
き
ま
さ
り
す
る
も
の　

松
の
木)14

(

」
を
踏
ま
え
て
は
い
る
も
の
の
、
一
首
全
体
が
散
文
の
よ
う

で
、
和
歌
と
い
う
に
は
違
和
感
が
あ
る
。
当
該
歌
に
つ
い
て
は
、
林
達
也
氏
の
、
中
世
和
歌
の
枠
組

み
を
大
切
に
し
た
い
の
だ
ろ
う
が
、
使
い
切
れ
て
お
ら
ず
稚
拙
さ
が
残
る
と
の
指
摘)15

(

が
あ
る
。
ま
た
、

神
作
研
一
氏
は
、
河
瀬
菅
雄
門
の
恵
藤
一
雄
が
、『
難
三
長
和
歌
』
の
中
で
、『
奉
納
千
首
和
歌
』
に

あ
る
長
雅
ら
の
和
歌
を
批
評
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
長
雅
ら
は
、
他
門
の
地
下
歌
人
よ
り
も

積
極
的
に
新
趣
向
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
、
結
果
趣
向
の
こ
な
し
き
れ
て
い
な
い
歌
も
残
し
た
の
で
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は
な
い
か
と
指
摘)16

(

さ
れ
て
い
る
。
長
雅
の
和
歌
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
の
両
氏
の
指
摘
は
、
非
常
に

注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
長
雅
は
、
河
瀬
菅
雄
門
と
は
、
志
向
す
る
も
の
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
よ
う

で
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
中
で
、
悪
し
き
証
歌
と
し
て
菅
雄
撰
の
『
ふ
も
と
の
塵
』
か
ら

証
歌
を
三
首
挙
げ
て
い
る
。
但
し
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に
は
、
出
典
は
、
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。＼

春
深
く
鳴
海
浦
の
あ
ま
小
舟
漕
行
末
や
猶
霞
ら
ん

＼
一
入
の
松
の
緑
も
わ
か
な
く
に
山
本
か
す
む
明
ぼ
の
ゝ
空

＼
か
く
ば
か
り
筆
も
及
ば
じ
住
の
江
の
波
に
数
そ
ふ
秋
の
夜
の
月

右
三
首
頃
日
の
歌
也
。
景
気
を
よ
ま
ん
と
り
き
み
て
も
、
心
ふ
る
く
詞
つ
ゞ
き
つ
た
な
き
唇
歌

な
れ
ば
、
其
景
気
う
か
ま
ず
、
只
古
人
の
糟
粕
を
な
む
る
ば
か
り
也
。

順
に
、
藤
原
之
雄
・
忠
至
・
月
券
の
歌
で
あ
る
こ
と
が
、『
ふ
も
と
の
塵
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

景
気
の
歌
の
説
明
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
「
心
ふ
る
く
詞
つ
ゞ
き
つ
た
な
き
唇
歌
」
で
あ
る
と

非
難
し
て
い
る
。
趣
向
が
古
く
、
詞
つ
づ
き
が
拙
い
歌
で
あ
る
と
の
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
逆
に

考
え
れ
ば
、
長
雅
の
求
め
て
い
た
歌
は
、
趣
向
が
新
し
く
、
詞
つ
づ
き
が
な
め
ら
か
な
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
長
雅
の
伝
統
的
な
和
歌
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
歌
は
、
趣
向
を
新
し

く
変
え
て
詠
ん
だ
も
の
が
、
従
来
の
歌
の
姿
に
ま
だ
な
じ
ん
で
い
な
い
と
い
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

七　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
今
ま
で
本
格
的
に
は
、
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
長
雅
の
歌
論
と
実
作
の
一

端
に
迫
っ
て
み
た
。
長
雅
は
、
堂
上
で
は
、
忌
避
さ
れ
て
い
る
『
夫
木
和
歌
抄
』
か
ら
珍
し
く
美
し

い
詞
を
取
り
入
れ
、
本
歌
取
を
多
用
し
、
趣
向
の
お
も
し
ろ
さ
・
巧
み
さ
を
前
面
に
出
し
た
歌
を
詠

ん
で
い
た
。
そ
れ
ら
は
、『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
に
よ
れ
ば
、
幽
斎
歌
学
に
よ
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
幽
斎
の
元
々
意
図
し
て
い
た
こ
と
と
は
異
な
り
、
長
雅
独
自
の
解
釈
に
よ
る
幽
斎
歌
学
の
理

解
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
幽
斎
に
基
づ
こ
う
と
す
る
の
だ
が
、
結
果
は
幽
斎
か
ら
離
れ
て
い
っ
た

と
も
言
え
る
。
そ
し
て
、
長
雅
の
目
指
し
た
も
の
は
、
定
家
の
『
詠
歌
大
概
』
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
た
教
え
の
眼
目
で
あ
る
「
新
し
い
歌
」
を
詠
む
こ
と
に
あ
っ
た
。
本
歌
取
で
古
人
の
詞
を
受
け
て
、

趣
向
を
変
え
て
詠
む
こ
と
こ
そ
が
、「
新
し
い
歌
」
を
詠
む
そ
の
詠
み
方
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
趣

向
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
た
、
自
分
だ
け
が
発
見
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
感
動
を
詠
む
こ
と
で

も
あ
っ
た
。
長
雅
の
歌
の
特
徴
は
、
そ
の
古
典
の
知
識
を
縦
横
無
尽
に
活
か
し
た
趣
向
の
新
し
さ
に

あ
る
。
し
か
し
、
趣
向
を
求
め
る
あ
ま
り
、
し
み
じ
み
と
し
た
深
い
情
趣
に
ま
で
は
到
達
で
き
な
い

歌
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

﹇
堂
上
歌
論
（
『
清
水
宗
川
聞
書
』・『
清
水
谷
大
納
言
実
業
卿
対
顔
』・『
義
正
聞
書
』・『
武
家
尋

問
条
々
』・『
日
野
殿
三
部
抄
』・『
尊
師
聞
書
』・『
続
耳
底
記
』・『
光
雄
卿
口
授
』
）
の
引
用
は
、『
近

世
歌
学
集
成
』（
一
九
九
七
年
・
明
治
書
院
刊
）
に
よ
る
。﹈

注

（
１
）　

拙
稿
「
『
和
歌
伝
授
五
字
之
大
事
』
の
成
立
と
平
間
長
雅
」（
『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
一
三
巻
・

二
〇
一
一
年
）

（
２
）　

本
稿
の
写
本
等
の
引
用
に
際
し
、
適
宜
通
行
字
体
に
改
め
濁
点
や
句
読
点
を
付
し
、
必
要
な
箇
所
に
傍
線
を

引
い
た
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。　

（
３
）　

『
奉
納
千
首
和
歌
』
六
四
一
番
歌
は
、
校
異
が
あ
る
。「
う
き
中
よ
何
に
た
ぐ
へ
む
九
重
の
人
め
か
き
ほ
も
か
く

は
へ
だ
て
じ
」

（
４
）　

本
稿
の
『
奉
納
千
首
和
歌
』
以
外
の
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。

（
５
）　

『
夫
木
和
歌
抄
』
が
典
拠
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
難
し
さ
と
、『
夫
木
和
歌
抄
』
の
享
受
に
つ
い
て
は
、
松
本

麻
子
氏
『
連
歌
文
芸
の
展
開
』（
二
〇
一
一
・
風
間
書
房
刊
）・
鈴
木
元
氏
「
『
夫
木
和
歌
抄
』
の
享
受
と
連
歌
」（
夫

木
和
歌
抄
研
究
会
編
『
夫
木
和
歌
抄　

編
纂
と
享
受
』（
二
〇
〇
八
年
・
風
間
書
房
刊
）
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
６
）　

上
野
洋
三
氏
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
』（
二
〇
〇
三
年
・
岩
波
書
店
刊
）
所
収
。

（
７
）　

以
下
の
『
奉
納
千
首
和
歌
』
の
引
用
は
、
多
治
比
郁
夫
・
上
野
洋
三
編
『
上
方
芸
文
叢
刊
一
上
方
歌
書
集
』

（
一
九
八
二
年
・
八
木
書
店
他
）
に
よ
る
。

（
８
）　

『
建
保
三
年
家
百
首
』
は
、
散
佚
作
品
で
あ
る
。

（
９
）　

寛
文
八
年
版
本
に
よ
る
。（
神
宮
文
庫
本　

国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真　

ｃ
６
７
４
９
）

（
10
）　

上
野
洋
三
氏
の
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
』（
二
〇
〇
三
年
・
岩
波
書
店
刊
）
一
一
五
頁
、
西
田
正
宏
氏
の
「
幽

斎
（
学
）
の
享
受
」（
『
細
川
幽
斎　

戦
塵
の
中
の
学
芸
』・
二
〇
一
〇
年
・
笠
間
書
院
刊
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
11
）　

引
用
は
、
中
田
光
子
氏
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
写
真　

ｃ
６
０
９
３
）
に
よ
る
。

（
12
）　

「
あ
ふ
ち
」
は
、『
枕
草
子
』「
木
の
花
は
」
の
段
に
、「
木
の
さ
ま
に
く
げ
な
れ
ど
、
楝
の
花
、
い
と
を
か
し
。

か
れ
〴
〵
に
、
さ
ま
こ
と
に
咲
て
、
か
な
ら
ず
五
月
五
日
に
あ
ふ
も
を
か
し
」
と
あ
る
。（
引
用
は
、『
新
日
本
古

典
文
学
大
系
』
一
九
九
一
年
・
岩
波
書
店
刊
に
よ
る
。）

（
13
）　

上
野
洋
三
氏
「
元
禄
堂
上
歌
論
の
到
達
点
」（
『
元
禄
和
歌
史
の
基
礎
構
築
』（
二
〇
〇
三
年
・
岩
波
書
店
刊
）

に
指
摘
が
あ
る
。
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（
14
）　

引
用
は
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
一
九
九
一
年
・
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。

（
15
）　

『
江
戸
時
代
の
和
歌
を
読
む―

近
世
和
歌
史
へ
の
試
み
と
し
て
』（
二
〇
〇
七
年
・
原
人
舎
刊
）

（
16
）　

「
『
難
三
長
和
歌
』
を
め
ぐ
っ
て―

元
禄
地
下
二
条
派
歌
論
の
位
相―

」（
『
和
歌　

解
釈
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』・

一
九
九
八
年
・
笠
間
書
院
刊
）



人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢　

第
一
四
巻　

二
〇
一
一
年

How Hirama Chouga composed waka poetry on “Hounousensyuwaka”
―Theory and composition―

IIBUCHI Yumi

abstract

In this paper, I take Hirama Chouga as an object of study.

He was a waka poet in the first term of the Edo period.

He wanted to compose waka poetry well.  Therefore he composed it by using the rare and beautiful 

and good words on “Hounousensyuwaka”.  But people of Toushou group did not do it and did not 

like it too.  His opinion was different from theirs.

He composed waka poetry by using the words that were used to compose it in the old days.  He 

followed the teaching of Hosokawa Yuusai to compose it well.  It was written on “Eigataigaisyou”.  

But he did not get the drift of the argument of Hosokawa Yuusai.  His purpose was different from it of 

Hosokawa Yuusai.

His waka poetry was very interesting.  The characteristic of it was its good conception.

He had an intimate knowledge of the Japanese classics.  He made the most of it to compose waka 

poetry well. He had technique to express his feeiing.

He intended to compose new waka poetry.  He hoped to express what he felt.

Keywords: Hirama Chouga, “ Hounousensyuwaka”, “ Wakadenjugojinodaiji”, Hosokawa Yuusai, 
“Eigataigaisyou”
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